
 第 37期新潟市社会教育委員会議 会議概要  

第2回社会教育委員会議 
開催日時 令和8年7月23日（木） 午後3時～午後5時 
会  場 ふるまち庁舎4階 401会議室 

出席者 

【社会教育委員】 
浅嶋 隆、江夏 雪美、大堀 正幸、小田 八重子、桑原 通泰、佐久間 沙都美、 
佐藤 裕紀、羽賀 万起子、古川 みなみ、山岸 則子 計10名 ※敬称略 
【事務局】 
教育次長、生涯学習センター所長、中央図書館長、生涯学習推進課長、 
生涯学習推進課職員6名 計10名 

内  容 

1 開会 
 
2 報告事項 
(1)令和8年度社会教育委員等研修会参加報告 
○報告資料1に基づき、小田委員より参加報告を行いました。 
【主な質問・意見等】 
・質問や意見はありませんでした。 

 
(2)令和 8 年度指定都市社会教育主管課長会議及び社会教育委員連絡協議会の協議題

提案報告 
○報告資料2に基づき、事務局より報告を行いました。 
【主な質問・意見等】 
・質問や意見はありませんでした。 

 
(3)第 36期新潟市社会教育委員会議建議について 
○事務局より、現時点での取組状況について報告を行いました。 
【主な質問・意見等】 
・建議で示された内容が、その後どのように進展しているか、今後、資料等で示す

予定はあるか。 
→現時点では口頭での報告となるが、取組が具体化し、報告できる段階になった際

には、資料等により進捗を示したい。 
・公民館や図書館では、建議の内容をどのような方法で周知しているか。 
→公民館では各地区公民館へデータを送付し、図書館では館長会議を通して各館職

員へ周知している。 
・現場の職員にも建議の内容を十分に共有していただくよう、強くお願いしたい。 

 
(4)第 26回新潟県社会教育研究大会上越大会における事例発表概要について 
○報告資料3に基づき、事務局より報告を行いました。 
【主な質問・意見等】 
・質問や意見はありませんでした。 

 
3 意見交換 
○意見交換資料 1 に基づき、佐藤議長より活動テーマの素案「これからの社会教育

施設の在り方について考える」について説明しました。 
○今後の進め方として、小グループに分かれて、公民館・図書館等の社会教育施設

について意見交換を行いました。 
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【主な質問・意見等】 
・公民館や図書館は、利用している人と全く利用していない人が二極化している。

特定の目的だけでなく、さまざまな切り口で利用してもらえるような仕組みがあ

るとよい。 

・公民館や図書館は、施設の規模や地域によって状況が異なるため、どこにどのよ

うな施設があるのか、マップ化するなどして知る機会があるとよい。 

・社会教育施設は、世代を問わず利用できる場所であり、多世代が自然に触れ合い、

つながる場として可能性がある。 

・公民館や図書館を利用していないため、施設の機能や取組についてイメージを持

ちにくいという意見があった。どのような世代がどのように利用しているのか、

利用実態に関するデータを知りたい。 

・父親同士がつながる場があまりない。 

・公民館や図書館は、学習や講座を提供するだけでなく、人と人、多世代がつなが

る場としての価値が大切ではないか。 

・部活動の地域展開に伴い新たに実施する13事業について、具体的な内容を知りた

い。 

・公民館運営審議会が一本化された理由や背景、経緯、現在どのような議論が行わ

れているのかを知りたい。 

・施設の老朽化に伴い、公民館が今後縮小・統合されていくのか知りたい。 

・公民館における営利目的の利用や、マルシェなどの取扱いについて知りたい。ま

た、公民館にはどのような機能があるのか、基本的なところから知ることも必要

である。 

・学校にもフリースクールにも行っていないこどもたちが過ごすことのできる場が

あるとよい。 

・公民館や図書館ではさまざまな取組が行われているものの、利用していない人に

は十分知られていない。施設や取組の魅力が伝わるよう、広報や情報発信の方法

を考えていく必要がある。 

・図書館では、読書バリアフリーの取組や「りんごの棚」、こどもが自由に利用でき

る場など、さまざまな取組が行われており、その内容をさらに詳しく知りたい。 

・図書館が近くにない地域に向けて、団体への貸出しなどにより、地域の中に本に

触れられる場所をつくる取組が行われている。 

・人口減少の中で、登録率が低下していることや、電子図書館の利用が進んでいな

いこと、AIが普及する中で図書館の利用や価値をどのようにつくっていくかとい

った課題がある。 

・今後の検討を進めるに当たり、今回出された「知らないこと」「知りたいこと」に

ついて、まず情報を得ることが必要である。 

 
4 閉会 

 
傍聴者 0名 

会議資料等 

・第37期新潟市社会教育委員会議（第2回）次第 
・報告資料1 令和8年度社会教育委員等研修会 参加報告 
・報告資料2 社会教育主管課長会議及び社会教育委員連絡協議会 協議題報告書 
・報告資料3 第26回新潟県社会教育研究大会上越大会 事例発表概要 

・意見交換資料1 第37期新潟市社会教育委員 活動テーマ素案 
 


